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FlexGroupボリュームのセットアップ

ONTAP FlexGroupボリュームセットアップワークフロー

パフォーマンスを最適化するためのベスト プラクティスに基づいてONTAPによって自動
的にアグリゲートが選択されるFlexGroupボリュームをプロビジョニングできます。ま
た、手動でアグリゲートを選択し、データ アクセス用に設定して、FlexGroupボリュー
ムを作成することもできます。

開始する前に

SVMを作成し、SVMで許可されるプロトコルの一覧にNFSおよびSMBを追加しておく必要があります。

タスク概要

FlexGroupボリュームを自動的にプロビジョニングできるのは、ノードが4つ以下のクラスタのみです。ノー
ドが4つを超えるクラスタでは、FlexGroupボリュームを手動で作成する必要があります。

ONTAP SVMでFlexGroupsを使用して64ビットNFSv3識別子を
有効にする

FlexGroupボリュームの大量のファイル数をサポートし、ファイルIDの競合を回避する
には、FlexGroupボリュームを作成するSVMで64ビットファイル識別子を有効にする必
要があります。

手順

1. advanced権限レベルでログインします。 set -privilege advanced

2. 64 ビット NFSv3 FSID とファイル ID を使用するように SVM を変更します： vserver nfs modify

-vserver svm_name -v3-64bit-identifiers enabled
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cluster1::*> vserver nfs modify -vserver vs0 -v3-64bit-identifiers

enabled

Warning: You are attempting to increase the number of bits used for

NFSv3

         FSIDs and File IDs from 32 to 64 on Vserver "vs0". This could

         result in older client software no longer working with the

volumes

         owned by Vserver "vs0".

Do you want to continue? {y|n}: y

Warning: Based on the changes you are making to the NFS server on

Vserver

         "vs0", it is highly recommended that you remount all NFSv3

clients

         connected to it after the command completes.

Do you want to continue? {y|n}: y

終了後の操作

すべてのクライアントを再マウントする必要があります。ファイル システム ID が変更され、クライアントが
NFS 操作を試行する際に古いファイル ハンドル メッセージを受け取る可能性があるため、この操作が必要で
す。

ONTAP FlexGroupボリュームを自動的にプロビジョニングす
る

FlexGroupボリュームを作成する際に、基盤となるローカル階層（アグリゲート）を選
択することで、ONTAPによるFlexGroupボリュームの自動プロビジョニングを選択でき
ます。ローカル階層は、最適なパフォーマンスと容量を実現するためのベスト プラクテ
ィスに基づいて選択されます。

開始する前に

クラスター内の各ノードには、少なくとも 1 つのローカル層が必要です。

非アクティブなデータを階層化するFlexGroupボリュームを作成する場合、各ノードに
はFabricPoolが有効になっているローカル階層が少なくとも1つ必要です。

タスク概要

ONTAPは、各ノード上で使用可能なスペースが最も大きい2つのローカル階層を選択してFlexGroupボリュー
ムを作成します。2つのローカル階層が利用できない場合、ONTAPはノードごとに1つのローカル階層を選択
してFlexGroupボリュームを作成します。

ONTAP 9.15.1以降、FlexGroupボリュームを自動プロビジョニングする場合、ONTAPはバランス配置（BP）
を使用してローカル階層とFlexGroupメンバー（構成）ボリュームのレイアウトを選択します。BPの特徴の1

つは、「none」保証（シンプロビジョニング）FlexGroupボリュームを作成する際に、ローカル階層のオーバ
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ープロビジョニングを制限することです。FlexGroupボリューム全体のサイズはローカル階層の空き容量によ
って制限されますが、この制限は「volume」保証（シックプロビジョニング）FlexGroupボリュームの場合よ
りも高くなります。REST APIまたは `auto-provision-as`ONTAP CLIを使用してFlexGroupボリュームを作成す
ると、この制限によりスペース不足のためにプロビジョニングが失敗する可能性があります。これを回避する
には、より小さなFlexGroupボリュームを作成するか、"FlexGroupボリュームを作成し、ローカル層を手動で
選択する" `aggr-list`パラメータを使用して作成します。

手順

1. FlexGroupボリュームをプロビジョニングします。

volume create -vserver svm_name -volume fg_vol_name –auto-provision-as

flexgroup -size fg_size [–encrypt true] [-qos-policy-group

qos_policy_group_name] [-support-tiering true] [-granular-data advanced]

ONTAP 9.16.1 以降では、"高度な容量バランス調整" (-granular-data advanced（CLI 内）を有効に
して、ファイルが 10GB を超える場合に複数のFlexGroupメンバー ボリュームにわたってデータを書き込
むことができます。

ONTAP 9.5以降、FabricPoolが有効なローカル階層上にFlexGroupボリュームを作成できます。FabricPool

が有効なローカル階層上にFlexGroupボリュームを自動的にプロビジョニングするには、 `-support-tiering`

パラメータを `true`に設定する必要があります。FabricPoolの場合、ボリューム保証は常に `none`に設定
する必要があります。FlexGroupボリュームの階層化ポリシーおよび階層化の最小クーリング期間も指定
できます。

"ディスクおよびアグリゲートの管理"

FlexGroupボリュームのスループット上限（QoS Max）を指定できます。これにより、FlexGroupボリュ
ームが消費できるパフォーマンス リソースが制限されます。ONTAP 9.4以降では、FlexGroupボリューム
のスループット下限（QoS Min）とアダプティブQoSを指定できます。

"パフォーマンス管理"

FlexGroupボリュームで暗号化を有効にする場合は、 `-encrypt`パラメータを `true`に設定できます。暗号
化されたボリュームを作成するには、ボリューム暗号化ライセンスとキー マネージャをインストールして
おく必要があります。

暗号化はFlexGroupボリュームの作成時に有効にする必要があります。既存のFlexGroupボ
リュームで暗号化を有効にすることはできません。

"保存中のデータを暗号化"

`size`パラメータは、FlexGroupボリュームのサイズをKB、MB、GB、TB、またはPBで指定し
ます。

次の例は、サイズが400TBのFlexGroupボリュームをプロビジョニングする方法を示しています：
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cluster-1::> volume create -vserver vs0 -volume fg –auto-provision-as

flexgroup -size 400TB

Warning: The FlexGroup "fg" will be created with the following number of

constituents of size 25TB: 16.

The constituents will be created on the following aggregates:

aggr1,aggr2

Do you want to continue? {y|n}: y

[Job 34] Job succeeded: Successful

次の例は、スループットの上限が設定されたQoSポリシー グループを作成してFlexGroupボリュームに適
用する方法を示しています。

cluster1::> qos policy-group create -policy group pg-vs1 -vserver vs1

-max-throughput 5000iops

cluster-1::> volume create -vserver vs0 -volume fg –auto-provision-as

flexgroup -size 400TB -qos-policy-group pg-vs1

Warning: The FlexGroup "fg" will be created with the following number of

constituents of size 25TB: 16.

The constituents will be created on the following aggregates:

aggr1,aggr2

Do you want to continue? {y|n}: y

[Job 34] Job succeeded: Successful

次の例は、FabricPoolが有効なローカル階層上に400 TBのFlexGroupボリュームをプロビジョニングする
方法を示しています：

cluster-1::> volume create -vserver vs0 -volume fg –auto-provision-as

flexgroup -size 400TB -support-tiering true -tiering-policy auto

Warning: The FlexGroup "fg" will be created with the following number of

constituents of size 25TB: 16.

The constituents will be created on the following aggregates:

aggr1,aggr2

Do you want to continue? {y|n}: y

[Job 34] Job succeeded: Successful

FlexGroupボリュームは、クラスタ内の各ノードに8つのメンバー ボリュームで作成されます。メンバー
ボリュームは、各ノードの2つの最大のローカル階層に均等に分散されます。

デフォルトでは、FlexGroupボリュームは `volume`スペースギャランティ設定で作成されます（AFFシス
テムを除く）。AFFシステムの場合、デフォルトではFlexGroupボリュームは `none`スペースギャランテ
ィで作成されます。
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2. FlexGroupボリュームをジャンクション パスにマウントします。

volume mount -vserver vserver_name -volume vol_name -junction-path

junction_path

cluster1::> volume mount -vserver vs0 -volume fg2 -junction-path /fg2

終了後の操作

クライアントからFlexGroupボリュームをマウントします。

ONTAP 9.6以前のバージョンでは、Storage Virtual Machine（SVM）でNFSv3とNFSv4の両方が設定されてい
る場合、クライアントからのFlexGroupボリュームのマウントが失敗することがあります。その場合は、クラ
イアントからFlexGroupボリュームをマウントする際に、NFSバージョンを明示的に指定する必要がありま
す。

# mount -t nfs -o vers=3 192.53.19.64:/fg2 /mnt/fg2

# ls /mnt/fg2

file1  file2

関連情報

• "qos policy-group create"

ONTAP FlexGroupボリュームを作成する

FlexGroupボリュームを作成する必要があるローカル層（アグリゲート）を手動で選択
し、各ローカル層のメンバー ボリューム（構成要素）の数を指定することによっ
て、FlexGroupボリュームを作成できます。

あるいは、ローカル階層を選択し、最適なパフォーマンスと容量を実現するためのベスト プラクティスに基
づいてメンバー ボリュームの数をONTAPに設定させることで、ONTAPにFlexGroupボリュームを"自動的にプ
ロビジョニング"させることもできます。

タスク概要

FlexGroupボリュームを作成するには、ローカル層に必要なスペースを認識しておく必要があります。

FlexGroupボリュームで最大のパフォーマンスを実現するには、FlexGroupボリュームを作成する際に次のガ
イドラインを考慮する必要があります。

• FlexGroupボリュームでは、同一のハードウェア システム上にあるローカル層を使用する必要がありま
す。

同一のハードウェア システムを使用することで、FlexGroup ボリューム全体で予測可能なパフォーマンス
を実現できます。注：C-Series r1システムとC-Series r2システムは同一のシステムではありません。たと
えば、AFF C80 r1とAFF C80 r2は同一ではありません。

• FlexGroupボリュームは、同じディスク タイプとRAIDグループ構成を使用して、ローカル層にまたがる必
要があります。
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一貫したパフォーマンスを確保するには、すべてのローカル階層がすべてSSD、すべてHDD、またはすべ
てFlash Pool（ハイブリッド）ローカル階層で構成されていることを確認する必要があります。さらに、
ローカル階層は、FlexGroupボリューム全体で同じ数のドライブとRAIDグループを持つ必要があります。

• FlexGroupボリュームは、クラスタの一部でのみ構成することができます。

クラスタ全体にまたがるようにFlexGroupボリュームを設定する必要はありませんが、そのように設定す
ればハードウェア リソースをより効果的に利用できます。

• FlexGroupボリュームを作成するときは、FlexGroupボリュームがデプロイされるローカル層に次の特性が
あることが最適です：

◦ 特にシン プロビジョニングを使用する場合は、複数のローカル層にわたってほぼ同じ量の空き領域が
利用可能である必要があります。

◦ FlexGroupボリュームの作成後、空き領域の約3%をローカル層メタデータ用に予約する必要がありま
す。

• FASシステムの場合は、ノードごとに2つのローカル階層を持つことが最適であり、AFFシステムの場合
は、FlexGroupボリュームのノードごとに1つのローカル階層が必要です。

• 各FlexGroupボリュームについて、FASシステムでは2つ以上のローカル階層に、AFFシステムでは1つ以
上のローカル階層に分散される8つ以上のメンバー ボリュームを作成する必要があります。

• ONTAP 9.9.1以降では、2～8個のFlexGroupボリュームのSnapMirrorファンアウト関係がサポートされま
す。System Managerでは、FlexGroupボリュームのSnapMirrorカスケード関係はサポートされません。

• System Manager を使用してFlexGroupボリュームを作成すると、 ONTAP によってFlexGroupボリューム
の作成に必要なローカル階層が自動的に選択されます。

• ONTAP 9.8以降では、QoSはストレージのプロビジョニング時にデフォルトで有効になります。プロビジ
ョニング時またはあとでQoSを無効にしたり、カスタムのQoSポリシーを選択したりすることができま
す。

開始する前に

• ONTAP 9.13.1以降では、容量分析とアクティビティトラッキングを有効にしたボリュームを作成できま
す。容量またはアクティビティトラッキングを有効にするには、 `-analytics-state`または `-activity-

tracking-state`を `on`に設定した `volume create`コマンドを発行します。

容量分析とアクティビティ追跡の詳細については、 "ファイルシステム分析の有効化"を参照してくださ
い。"ONTAPコマンド リファレンス"の `volume create`の詳細を確認してください。
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System Manager

System Managerを使用してFlexGroupボリュームを作成できます。

手順

1. ストレージ > ボリューム に移動し、 を選択します。

2. *ボリュームの追加*ウィンドウで、ボリューム名とサイズを入力し、*その他のオプション*を選択し
ます。

3. *ストレージと最適化*セクションで、*ボリュームデータをクラスター全体に分散する（FlexGroup

）*を選択します。

ONTAP 9.8 以降を実行していて、QoS を無効にするか、カスタム QoS ポリシーを選
択する場合は、[その他のオプション] をクリックし、[ストレージと最適化] の下で [パ
フォーマンス サービス レベル] を選択します。

4. ボリュームの残りの情報を入力し、*保存*を選択します。

CLI

1. FlexGroupボリュームを作成します：

volume create -vserver <svm_name> -volume <flexgroup_name> -aggr

-list aggr1,aggr2,.. -aggr-list-multiplier <constituents_per_aggr>

-size <fg_size> [–encrypt true] [-qos-policy-group

qos_policy_group_name] [-granular-data advanced]

◦ `-aggr-list`パラメーターは、FlexGroupメンバー ボリュームに使用されるローカル ティアのリス
トを指定します。

FlexGroupボリューム全体で一貫したパフォーマンスを得るには、すべてのローカル層で同じデ
ィスク タイプとRAIDグループ構成を使用する必要があります。

◦ `-aggr-list-multiplier`パラメーターは、 `-aggr-list`パラメーターでリストされた各ローカル層に作
成されるメンバー ボリュームの数を指定します。

`-aggr-list-multiplier`パラメータのデフォルト値は4です。

◦ `size`パラメータは、FlexGroupボリュームのサイズをKB、MB、GB、TB、またはPBで指定しま
す。

◦ ONTAP 9.16.1以降では、ファイルが10GBを超える場合に複数のFlexGroupメンバーボリューム

にわたってデータを書き込むように"高度な容量バランス調整" (-granular-data advanced

（CLIで）を有効にできます。

◦ ONTAP 9.5から、FabricPoolが有効なローカル階層を使用してFlexGroupボリュームを作成でき
ます。

FabricPool用のFlexGroupボリュームを作成するには、 `-aggr-list`パラメータで指定されたすべて
のローカル階層にFabricPoolが有効になっている必要があります。FabricPoolを使用する場合、
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ボリューム保証は常に `none`に設定する必要があります。FlexGroupボリュームの階層化ポリ
シーおよび階層化の最小クーリング期間も指定できます。

ディスクおよびアグリゲートの管理

◦ ONTAP 9.4以降では、FlexGroupボリュームにスループットの下限（最小QoS）とアダプティ
ブQoSを指定できます。

"パフォーマンス管理"

◦ FlexGroupボリュームのスループット上限（QoS Max）を指定して、FlexGroupボリュームが消
費できるパフォーマンス リソースを制限できます。

◦ FlexGroupボリューム上で暗号化を有効にする場合は、 `-encrypt`パラメータを `true`に設定でき
ます。

暗号化されたボリュームを作成するには、ボリューム暗号化ライセンスとキー管理ツールをイン
ストールしておく必要があります。

暗号化はFlexGroupボリュームの作成時に有効にする必要があります。既存
のFlexGroupボリュームで暗号化を有効にすることはできません。

"保存中のデータを暗号化"

cluster-1::> volume create -vserver vs0 -volume fg2 -aggr-list

aggr1,aggr2,aggr3,aggr1 -aggr-list-multiplier 2 -size 500TB

Warning: A FlexGroup "fg2" will be created with the following number

of constituents of size 62.50TB: 8.

Do you want to continue? {y|n}: y

[Job 43] Job succeeded: Successful

前の例では、FabricPool 用の FlexGroup ボリュームを作成したい場合、すべてのローカル階層（
aggr1、aggr2、aggr3）で FabricPool が有効になっている必要があります。FlexGroup ボリュームをジ

ャンクションパスでマウントします： volume mount -vserver vserver_name -volume

vol_name -junction-path junction_path

cluster1::> volume mount -vserver vs0 -volume fg2 -junction-path /fg

終了後の操作

クライアントからFlexGroupボリュームをマウントします。

ONTAP 9.6以前のバージョンでは、Storage Virtual Machine（SVM）でNFSv3とNFSv4の両方が設定さ
れている場合、クライアントからのFlexGroupボリュームのマウントが失敗することがあります。その場
合は、クライアントからFlexGroupボリュームをマウントする際に、NFSバージョンを明示的に指定する
必要があります。
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# mount -t nfs -o vers=3 192.53.19.64:/fg /mnt/fg2

# ls /mnt/fg2

file1  file2

関連情報

"NetAppテクニカル レポート4571：『NetAppFlexGroup Best Practices and Implementation Guide』"
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